
別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

（１）生活系ごみの２Ｒの推進

①

市内のごみ排出の現状をより詳細に分析し新たな
ごみ減量施策を実施するため、ICTを活用した市
内地区別ごみ排出量調査及び地区別組成分析につ
いて、調査検討します。

【ごみ減量推進課】
・令和４年度にて、ごみ集積所及びごみ処理ルート等を福島
市GIS基幹上に整備し、管理・運用できる体制を整える。

【ごみ減量推進課】
約7,000箇所のごみ集積所と業者作成の収集ルートを突合し、
基幹ＧＩＳ上に整備した。情報の統一化と同時共有が可能と
なった。

【ごみ減量推進課】
令和4年度に整備が完了した基幹GISを活用した地区別ごみ排
出量の把握や組成分析に関する手法について、他市の先進事
例も踏まえ研究を行う。

②

家庭で余っている食品を地域のイベントなどに持
ち寄り、それを必要としている福祉団体・施設等
に寄付する「フードドライブ」活動について調査
検討します。

【ごみ減量推進課】
・他市の実施状況等の情報収集を行う。
・こども政策課において実施している子ども食堂運営支援の
ためのフードドライブとの連携を図るとともに、新たな取り
組みについて調査検討する。

【ごみ減量推進課】
【こども政策課】
子ども食堂運営支援のため、コロナ禍における物価高対策で
フードドライブ推進事業を実施。
・実施回数：38回（企業内、環境フェスタ等イベント時な
ど）
・回収実績：2,577ｋｇ（飲料、日用品を含む）

【ごみ減量推進課】
こども政策課と連携したフードドライブを実施する。
【こども政策課】
子ども食堂運営支援のため、引き続き企業等でのフードドラ
イブの推進を図る（物価高対策）。

③
地域での循環型社会構築のため、リサイクルプラ
ザでの再生品の市民への提供事業、不用品交換制
度の広報に努め利用拡大を図るとともに、

【あらかわクリーンセンター】
「まいぷれ福島」などに事業情報を掲載し、広報力強化に努
める
今後も、購入希望の把握に努める。

【あらかわクリーンセンター】
事業情報掲載には「まいぷれ福島」のほか、SNS発信により再
生品情報の広報を強化した。

【あらかわクリーンセンター】
広報力強化と、タイミングの良い広報に努める。
今後も購入希望者の来館を増加に努める。

子ども服のリユースなど、新たなリユース事業に
ついて調査検討します。

【ごみ減量推進課】
・こども未来部との協議などを進める。
・民間企業と連携したリユース啓発事業などの実施に向け
て、調査検討する。

【ごみ減量推進課】
民間企業と連携し、古着のイベント回収を実施した。
・R4.10.8実施分：1,000㎏回収
・R5.3.18実施分：2,600㎏回収

リユースサイトを運営する民間事業者２社と連携協定を締結
し、、ごみに出す前にリユースを検討するよう促す等、市民
の意識を啓発し、ごみの減量化・資源化を促進した。

【ごみ減量推進課】
引き続き古着のイベント回収やリユースサイトの利用等の啓
発を実施するほか、市民が気軽に利用できるリユース拠点の
設置等について、調査検討を行う。

古着等の海外輸出だけではなく、国内での新たな回収ルート
の調査を行い、定期的に実施できる体制を検討する。

④
絵本などリユース可能な本について、リサイクル
ショップ・古本屋等の利用を推進するほか、イベ
ント回収などを実施します。

【ごみ減量推進課】
・市政だより、ホームページ他、随時広報を実施する。
・民間企業と連携したリユース啓発事業などの実施に向け
て、調査検討する。

【ごみ減量推進課】
リユースサイトを運営する民間事業者２社と連携協定を締結
し、ごみに出す前にリユースを検討するよう促す等、市民の
意識を啓発し、ごみの減量化・資源化を促進した。

【ごみ減量推進課】
引き続き、民間事業者が運営するリユースサイトの紹介等、
不要品のリユースを促すことで、市民の意識形成を図る。
また、市内リサイクルショップをホームページ等で紹介する
ことで、市民のリユースの選択肢の幅を広げるなど、連携や
広報の手段について検討する。

イベント回収などを実施します。

【ごみ減量推進課】
・イベントにて古本の回収を実施することを検討する。
・民間企業と連携したリユース啓発事業などの実施に向け
て、調査検討する。

【ごみ減量推進課】
民間企業と連携し、イベント回収を実施した。
・R4.10.8実施分
　古着：1,000㎏
・R5.3.18実施分
　古着：2,600㎏、古紙：410㎏

【ごみ減量推進課】
引き続き、民間事業者が運営するリユースサイトの紹介する
等、不要品のリユースを促すことで、市民の意識啓発を図
る。
また、市内リサイクルショップをホームページ等で紹介する
ことで、市民のリユースの選択肢の幅を広げるなど、連携や
広報の手段について検討する。

⑤
陶器・ガラスなど家庭用食器類のリユース事業に
ついて調査検討します。

【ごみ減量推進課】
ごみ減量大作戦後の総括後、ごみ減量大作戦後の施策展開方
針決定後に調査・検討に着手する。

【ごみ減量推進課】
リユースサイトを運営する民間事業者２社と連携協定を締結
し、食器に加え、嗜好品や家具・家電等についてもごみに出
す前にリユースを検討するよう促す等、市民の意識を啓発
し、ごみの減量化・資源化を促進した。

【ごみ減量推進課】
引き続き、民間事業者が運営するリユースサイトの紹介をす
る等、不要品のリユースを促すことで、市民の意識啓発を図
る。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

（２）事業系ごみの２Ｒの推進

①

飲食店での食べ残し削減キャンペーン「おい
しい食べきり２０２０運動」など、事業者と
連携したごみ減量化、資源化に関する広報を
強化します。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市政だより、ホームページ他、随時広報を実施す
る。

【ごみ減量推進課】
環境省が推進する宴会時の食べ残しを減らすためのキャン
ペーン「おいしい食べきり３０１０運動」として、市ホーム
ページ等で情報を発信した。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市政だより、ホームページ他、随時広報を実施す
る。

事業者と連携したごみ減量化、資源化に関す
る広報を強化します。

【ごみ減量推進課】
事業所のごみの減量化、資源化の取り組みを市ホームページ
で紹介する。

【ごみ減量推進課】
『ごみ減量大作戦』後は、「3R＆食品ロス削減推進協力事業
所・協力店」として、各事業所の取り組みを市ホームページ
で紹介した。また、セブン-イレブンと連携し、市内各店舗に
「てまえどり」ポップを掲示し、てまえどりを呼びかけた。
・3R＆食品ロス削減推進協力事業所・協力店：8社

【ごみ減量推進課】
事業所のごみの減量化、資源化の取り組みを市ホームページ
で紹介する。また、セブン-イレブンの例のように新たな事業
者との連携も引き続き検討する。

②
県と連携し、「もったいない！食べ残しゼロ
推進運動」や「食べ残しゼロ協力店・事業
所」認定等を推進します。

【ごみ減量推進課】
県と連携内容の協議等を行い、まとまり次第実施する。

【ごみ減量推進課】
県から提供のあった県事業のパンフレットを市民の目に触れ
るカウンター等に設置したほか、市ホームページへも掲載
し、広報に努めた。

【ごみ減量推進課】
県を交えた県内市町村との意見交換等により他市事例の情報
収集を行うとともに、県と連携した市内の飲食店への効果的
な広報手段について協議・検討する。

③
市が率先してペーパーレスに取り組み、事業
者に対する紙類減量化の啓発に努めます。

【全部署・環境課】
全庁的に文書管理システムを導入し、一層のペーパーレス化
を図る。

【全部署・環境課】
導入可能な所属において、文書管理システムを導入し、一層
のペーパーレス化を図った。
・電子化率：約80%

【全部署・環境課】
導入可能な所属において、文書管理システムの更なる活用を
図り、一層のペーパーレス化を図る。
・目標値：90%（R7年度）

事業者に対する紙類減量化の啓発に努めま
す。

【ごみ減量推進課】
引き続き、事業系ごみの減量化・資源化の手引きを配布す
る。

【ごみ減量推進課】
事業所のごみ減量化、資源化の手引きを配布し、啓発に努め
た。
・配付事業所数：235事業所（指導数139件＋保健所現地調査
96件）

【ごみ減量推進課】
引き続き、事業系ごみの減量化・資源化の手引きを配布す
る。

④
ごみの減量を進めるためには製造段階からの
対策が必要なことから、国や関係機関などに
対し拡大生産者責任の徹底を要望します。

【ごみ減量推進課】
継続

【ごみ減量推進課】
全国環境衛生・廃棄物関係課長会廃棄物関係北海道・東北ブ
ロック会議を通して国等に継続して要望した。

【ごみ減量推進課】
全国環境衛生・廃棄物関係課長会廃棄物関係北海道・東北ブ
ロック会議を通して継続して要望する。

⑤

一定規模以上の事業用大規模建築物の所有者
や多量排出事業者に対する、ごみ減量推進計
画書の提出等の義務付けについて調査検討し
ます。

【ごみ減量推進課】
ごみ減量大作戦の総括後、ごみ減量大作戦後の施策展開方針
決定後に調査・検討に着手。

【ごみ減量推進課】
制度の調査・検討に向けて、先進地視察に要する予算を要求
した。

【ごみ減量推進課】
先進地視察を実施し、制度構築に向けた調査・検討を行う。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

⑥
事業者独自の取り組みを促すため、優良事業
者を評価する仕組みを検討します。

【ごみ減量推進課】
ごみ減量大作戦の総括後、ごみ減量大作戦後の施策展開方針
決定後に調査・検討に着手。

【ごみ減量推進課】
事業者の取り組みを紹介する広報を検討した。

【ごみ減量推進課】
商工会議所の広報誌に掲載するための予算を確保したほか、
市ホームページや市政だよりなど、継続した広報発信を行
う。

（３）ごみ減量の意識啓発と環境教育の推進

①

ごみ排出の現状に理解を深めてもらうため、
直近のごみ排出量や月別１人１日当たりのご
み排出量推移などのリアルタイム情報を市
ホームページ、SNS等により積極的に発信し
ます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページ等で公開できるよう準備を進め
る。

【ごみ減量推進課】
市ホームページ等の公開に至らなかった。

【ごみ減量推進課】
市ホームページ等で公開できるよう準備を進める。

②

これまでの広報紙等での広報に加え、SNSや
啓発動画配信等を積極的に行うとともに、市
主催イベントや各大学の学園祭等各種イベン
トでの広報活動等に努めます。

【ごみ減量推進課】
ＳＮＳなどの広報媒体を活用し、啓発活動を継続するととも
に、啓発動画配信について実施に向け、準備を進める。

【ごみ減量推進課】
ＳＮＳなどの広報媒体を広く活用し、ごみ減量に関する施策
の啓発を実施した。また、大学でのパネル展の実施や、福島
市産官学連携プラットフォームのオンライン公開講座にてご
み減量の講座を実施するなど、大学との連携を進めた。

【ごみ減量推進課】
ＳＮＳなどの広報媒体を活用し、啓発活動を継続するととも
に、啓発動画配信について実施に向け、準備を進める。

③
令和2年7月1日からのレジ袋有料化を含め、
引き続きエコバックの使用等について推進し
ます。

【環境課】
継続して実施する。

【環境課】
令和2年7月のレジ袋有料化以降もエコバッグの使用等を推進
しており、市ホームページで広報している。

【環境課】
継続して実施する

④

市ホームページ等を活用し、ごみの減量化・
資源化のアイデアや日ごろの取り組み等を募
集し、市民への事例紹介やアイデアを活かし
た施策を実施します。

【ごみ減量推進課】
実施方法を検討する。

【ごみ減量推進課】
制度構築が進まず、実施に至らなかった。

【ごみ減量推進課】
ＳＮＳなどの広報媒体を活用した事業展開を図る。

⑤
プラスチック類のごみ削減のため、マイボト
ルの利用を推進します。

【ごみ減量推進課】
市政だより、ホームページ他、随時広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
ホームページにおいて民間が取り組むマイボトル利用促進を
紹介するなど、利用推進を呼び掛けた。

【ごみ減量推進課】
市政だより、ホームページ他、随時広報を実施する。

⑥

ごみ減量化、資源化モニター世帯を募集し、
実際にごみの減量化、資源化に一定期間取り
組んでいただいた結果を市ホームページ等で
紹介します。

【ごみ減量推進課】
令和4年度実施に向け、実施方法を検討する。

【ごみ減量推進課】
新たな事業展開を図るため、食品ロス削減アドバイザーの福
田かずみ氏と協議した。
・食品ロス削減マイスター育成事業について

【ごみ減量推進課】
新規事業として、Ｒ５．９月に「食品ロス削減マイスター」
育成講座を実施し、食品ロスの知識や削減方法のノウハウを
習得した方を「食品ロス削減マイスター」に認定する。「食
品ロス削減マイスター」認定者はエコレシピの発案や市民に
食品ロス削減の取組を広げる活動を実施してもらう。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

⑦

生ごみの約８割は水分であることから、広報
紙、SNS等を活用して水切りの徹底を呼び掛
けるとともに、各種イベント等での普及啓発
に取り組みます。

【ごみ減量推進課】
市政だより、市ホームページ他、随時広報の実施を継続する
イベント等については、新型コロナの状況を見て実施を判断
する。

【ごみ減量推進課】
市政出前講座やホームページでの啓発を行い、水切りの普及
啓発活動をを実施した。
・市政出前講座：10回開催（うち減量に関する講座7回）

【ごみ減量推進課】
市政だより、市ホームページ他、随時広報の実施を継続す
る。
市政出前講座での水切りの紹介や環境フェスタ等のイベント
へ参加する他、食品ロス削減パネル展に併せた生ごみ減量方
法の紹介を行う等、普及啓発を図る。

⑧

各家庭における食品ロスの実態を把握するた
め、手付かずまたは食べ残しで食品を廃棄し
た場合、その種類、量、廃棄理由などを記録
する「食品ロスダイアリー市民モニター」を
募集します。

【ごみ減量推進課】
令和4年度についても継続実施していくか検討中。

【ごみ減量推進課】
新たな事業展開を図るため、食品ロス削減アドバイザーの福
田かずみ氏と協議した。
・食品ロス削減マイスター育成講座を実施し、その中で食品
ロスダイアリーの記録を行うことを検討。

【ごみ減量推進課】
新規事業として、Ｒ５．９月に「食品ロス削減マイスター」
育成講座を実施し、食品ロスの知識や削減方法のノウハウを
習得した方を「食品ロス削減マイスター」に認定する。「食
品ロス削減マイスター」認定者はエコレシピの発案や市民に
食品ロス削減の取組を広げる活動を実施してもらう。

⑨

食品ロスが発生しない無駄のない買い方、上
手な収納、エコレシピ（通常捨てられる野菜
の皮や芯、作りすぎた料理などを使い、手軽
に美味しい料理に変身させる料理方法）など
の広報を行います。

【ごみ減量推進課】
令和３年度に引き続き、冷蔵庫収納家である福田かずみ氏に
福島市食品ロス削減アドバイザーに就任していただき、市の
実施する食品ロス削減関連事業の監修をしていただき、広く
情報発信する。

【ごみ減量推進課】
引き続き福島市食品ロス削減アドバイザーに委嘱するととも
に、福田かずみ氏監修による食品ロスパネル展を市内各所で
開催した。
・パネル展：１０月～１月にかけて計6回開催
（市役所、道の駅ふくしま、まちなか交流館、大学3箇所）

【ごみ減量推進課】
引き続き食品ロスパネル展を実施し、食品ロス削減の啓発に
努める。
新規事業として食品ロス削減マイスター制度を実施し、食品
ロス削減に関する知識や実践活動を普及する人材育成に取り
組む。

⑩
市政出前講座、小中学校での出前講座を引き
続き実施するとともに、受講者アンケートを
実施し講座内容の充実に努めます。

【ごみ減量推進課】
受講者アンケートを実施する。

【ごみ減量推進課】
独自の受講者アンケートは行わなかった。
・市政出前講座　10回開催
（講座内容：ごみの減量化・資源化に取り組もう！、ごみの
分別とリサイクル）

【ごみ減量推進課】
受講者アンケート実施し、講座内容の充実を図る。

⑪

地球温暖化対策として、各家庭でできる省エ
ネ、省資源の取り組みを実践していただくた
め、実習を中心とした「もったいない学習
会」を開催します。

【環境課】
各企業・各家庭でできる省エネ、省資源の取り組みを実践し
ていただくため、講義や実習などを行う「もったいない実践
講座」を開催する。

【環境課】
開催数：6回
参加人数：計164名

【環境課】
各家庭でできる省エネ、省資源の取り組みを実践していただ
くため、講義や実習などを行う「ゼロカーボンアクション実
践講座」を開催する。

⑫
小学4年生に配付の副読本「わたしたちの福島
～福島市のかんきょう～」を活用した環境教
育を行います。

【環境課・教育委員会】
副読本を作成し環境教育に活用するとともに、配布に際して
は各学校を通じて、児童生徒へPDFファイルで配布し、ペー
パーレス化を図る。

【環境課・教育委員会】
各市立小学校等へデータで副読本を配布。
・配付数　各小学校1冊
（紙類削減のため、児童が所持するタブレットにデータで配
付。4年生児童数：約1,800人）

【環境課・教育委員会】
継続して実施する。

⑬
より多くの販売店に簡易・適正包装の拡大を
要請し、製品の適正包装を推進します。

【ごみ減量推進課】
ごみ減量大作戦の総括後、ごみ減量大作戦後の施策展開方針
決定後に調査・検討に着手。

【ごみ減量推進課】
令和5年度からの実施に向け、商工会議所の広報誌掲載の実現
に向けた検討を行った。

【ごみ減量推進課】
商工会議所の広報誌や市ホームページの活用など、事業者全
体に促す取り組みを実施する。

⑭
事業者を通じて、従業員等へのごみ減量化・
資源化に関する啓発に取り組みます。

【ごみ減量推進課】
ごみ減量大作戦の総括後、ごみ減量大作戦後の施策展開方針
決定後に調査・検討に着手。

【ごみ減量推進課】
令和5年度からの実施に向け、商工会議所の広報誌掲載の実現
に向けた検討を行った。

【ごみ減量推進課】
商工会議所の広報誌や市ホームページの活用など、事業者全
体に促す取り組みを実施する。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

（４）生活系ごみ処理の有料化と事業系ごみ処理手数料の見直しの検討

①

生活系ごみの減量化、資源化と排出量に応じ
た負担の公平性、ごみ問題に対する意識の向
上を図るため、令和3年度のごみ排出量実績を
踏まえて、ごみ処理有料化の導入について検
討します。

【ごみ減量推進課】
１人１日当たり890g以下の目標を達成できなかったが、この3
年間に起きた災害やコロナの影響等を検証し、福島市廃棄物
減量等推進審議会とともにあらためて今後の方向性を検討し
ていく。

【ごみ減量推進課】
導入について開始時期を含めて検討したが、結果的に見送り
となった。

【ごみ減量推進課】
引き続き有料化へ向けた検討を福島市廃棄物減量等推進審議
会で行う。

②
ごみの減量化、資源化を誘導するため、事業
系ごみ処理手数料の見直しを検討します。

【ごみ減量推進課】
この3年間に起きた災害やコロナの影響等を検証し、福島市廃
棄物減量等推進審議会とともにあらためて今後の方向性を検
討していく。

【ごみ減量推進課】
生活系ごみ有料化導入と合わせて、事業系ごみ処理手数料の
見直しも検討したが、結果的に見送りとなった。

【ごみ減量推進課】
引き続き有料化へ向けた検討を福島市廃棄物減量等推進審議
会で行う。
なお、生活系ごみ有料化導入とは切り離して先行して事業系
ごみ処理手数料見直しを検討するなど、有料化のあり方をゼ
ロベースで検討する。

（１）生活系ごみのリサイクルの推進

【ごみ減量推進課】
新型コロナウイルス感染症の影響等を勘案し、古着につい
て、ドライブスルー回収を検討する。

【ごみ減量推進課】
民間企業と連携し、イベント回収を実施した。
・R4.10.8実施分
　古着：1,000㎏
・R5.3.18実施分
　古着：2,600㎏、古紙：410㎏

【ごみ減量推進課】
イベント回収の引き続きの実施を検討するほか、定期的に回
収できる他ルートの調査検討を行う。

【ごみ減量推進課】
分別収集の対応可能な品目の整理を行い、分別収集のルート
の検討を行う。

【ごみ減量推進課】
古着については、分別収集ルートの確立には至らなかった
が、イベント回収を２回実施した。また、紙おむつの資源化
について可能性を探るため、環境省のコンサルティングを受
け検討を行った。
〈主なコンサルティング内容〉
・人口規模、目指す方向に応じた再生利用等事業者の絞り込
み
・収集方法等に関する他市事例の情報提供

【ごみ減量推進課】
紙おむつ、製品プラ、乾電池類（リチウムイオン電池含む）
をターゲットに、分別収集ルート確立に向け事業者と具体的
な検討を行う。

②
広報紙やＳＮＳ等を活用して、分別品目・排
出方法等の広報・周知に努めます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、分別品目・排出方法等の広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
身近な機能として活用できるごみ分別アプリ「さんあ～る」
や出前講座、市政だよりなど、各種広報媒体で分別・排出方
法を広報した。
・情報発信
（市政だより：1回、ＳＮＳ：2回、さんあ～る：3回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、分別品目・排出方法等の広報を実施する。

③
ごみ分別無料アプリ「さんあ～る」の更なる
普及と、お知らせ機能を活用した広報活動を
積極的に行います。

【ごみ減量推進課】
引き続き、利用促進のための広報を実施するとともに、お知
らせ機能を活用した広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
身近な機能として活用できる、ごみ分別アプリ「さんあ～
る」を市政だよりやTwitter等のＳＮＳでのＰＲを実施した
他、食品ロス削減パネル展においてチラシを設置し広報し
た。また、市民センター建設地のフェンスに広報用シートを
貼り付け、市民の目に触れる機会を増やした。

・令和４年度新規登録者数：6,605件
・令和３年度末登録総数：23,933件
・情報発信
（ＳＮＳ：1回、市政出前講座：10回、食品ロス削減パネル
展：6回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、利用促進のための広報を実施するとともに、お知
らせ機能を活用した広報を実施する。
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古着・草枝類など新たな分別収集品目の拡大
について調査検討します。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

④
スーパーマーケット等での資源物の店頭回収
利用促進のため、事業者と連携し、広報・周
知に努めます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページで実施店舗等を掲載するととも
に、のぼり・ポスターの掲示等の広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
市ホームページで実施店舗を掲載した他、TwitterなどのＳＮ
Ｓ、ごみ分別アプリ「さんあ～る」での広報を実施した。
・店頭回収実施店舗数：31店舗（令和５年３月末現在）
・情報発信
（ＳＮＳ：2回、さんあ～る：2回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～る
などで実施店舗等を掲載する。

⑤
集団資源回収実施団体に対する回収量に応じ
た報奨金交付制度を継続するとともに、更な
る広報等により登録団体増加に努めます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、集団資源回収報奨金を交付する。

【ごみ減量推進課】
市政だより及びクリーンガイドブックを用いて広報したが、
団体活動の衰退などから、団体の登録が伸び悩んだ。
令和４年度登録団体数：222団体
（令和３年度登録団体数：241団体）
回収量：1,439ｔ
・情報発信（市政だより広報：1回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、集団資源回収報奨金を交付する。
また、市内の育成会や小中学校PTA連合会等に対し制度の説明
を行うなど、実施促進を図るための周知広報を検討する。

⑥ グリーン購入運動を推進します。

【全部署】【環境課】
引き続き、環境負荷ができるだけ小さい製品を、環境負荷の
低減に努める事業者から優先して購入するグリーン購入運動
を推進する。

【全部署】【環境課】
グリーン購入率：87.4％（R3）

【全部署】【環境課】
引き続き、環境負荷ができるだけ小さい製品を、環境負荷の
低減に努める事業者から優先して購入するグリーン購入運動
を推進。また、市民・事業者へ啓発するため環境ポータルサ
イト等で広報を行う。

⑦
生ごみ処理容器購入費助成を継続するととも
に、生ごみ処理容器販売店舗で助成制度の広
報を行うなど、普及啓発に努めます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、生ごみ処理容器購入費助成を実施するとともに、
販売店舗で広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
市政だより広報やチラシ・ホームページ広報、出前講座等で
の広報を実施し、普及拡大に努めた。

・令和４年度実績：160件＜1,307,400円＞
（前年度比12件減）
・情報発信
（市政だより：1回、市政出前講座：7回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、生ごみ処理容器購入費助成を実施するとともに、
市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～るなどで広報
を実施する。

⑧
初心者でも挑戦しやすいダンボールコンポス
ト等の普及啓発に努めます。

【ごみ減量推進課】
事業が効果的であったことから、引き続き事業を継続すると
ともに、事業拡大に向けた方策を検討する。

【ごみ減量推進課】
市政だより、ＳＮＳ等で情報を発信し、普及拡大に努めた。

・申込件数：342件
・助成件数：305件
・情報発信
（市政だより：1回、ＳＮＳ：1回、さんあ～る：1回）

【ごみ減量推進課】
事業が効果的であったことから、引き続き市ホームページや
Twitter等のＳＮＳでの広報を積極的に発信し、事業を継続す
る。

⑨
紙類の更なる資源化を推進するため、新たに
「雑がみ」の分別収集を行います。

【ごみ減量推進課】
引き続き、雑がみ収集を継続する。

【ごみ減量推進課】
雑がみ回収実績：431.56t
（前年度比37.02t増）

【ごみ減量推進課】
引き続き、雑がみ収集を継続する。

⑩

可燃ごみとして出されている紙類のうち、約
４割がリサイクル可能な紙類であることか
ら、引き続き分別徹底するよう広報に努めま
す。

【ごみ減量推進課】
引き続き、出前講座、市ホームページによる広報を実施す
る。

【ごみ減量推進課】
出前講座、市ホームページやTwitter等のＳＮＳによる広報を
実施した。
・情報発信
（ＳＮＳ：3回、さんあ～る：3回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、出前講座、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、
さんあ～る等による広報を実施する。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

⑪

プラスチック類の分別徹底を図るため、汚れ
の落ちないものを除いて、 マークのあるも
のは「ペットボトル」として出す、 マーク
のあるものは「プラスチック製容器包装」と
して出すなど具体的な分別方法について広報
します。

【ごみ減量推進課】
引き続き、出前講座、市ホームページによる広報を実施す
る。

【ごみ減量推進課】
令和３年度と比較すると、搬出量はほぼ横ばいであった。

・ペットボトル：834.07ｔ（前年度比1.85ｔ減）
・プラ製容器包装：1,939.77ｔ（前年度比37.27ｔ増）
・情報発信
（ＳＮＳ：3回、さんあ～る：2回、市政出前講座：4回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、出前講座、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、
さんあ～るなどによる広報を実施する。

⑫

製品プラスチック（ マークのないプラス
チック素材だけでできているかたいプラス
チック製品）の資源化に向け調査検討しま
す。

【ごみ減量推進課】
排出量の見込み、分別収集の範囲、収集運搬体制など、現有
施設で何を、どのくらい処理できるのか調査検討する。

【ごみ減量推進課】
現状想定しうるルートでの処理を検討した結果、現有施設
での処理が難しいことが判明したことから、処理が可能な
民間事業所の情報収集と先進地視察を行い、処理ルートの
検討を行った。

【ごみ減量推進課】
排出量見込みを算出するため、組成分析調査を実施し、製品
プラスチックの資源化（収集）に向けた調査検討を行う。

⑬

家庭から出る剪定枝等を粉砕し、たい肥の原材料
や雑草防止剤等として使用する「家庭用剪定枝粉
砕機」の購入費補助または貸与等について調査検
討します。

【ごみ減量推進課】
県のモデル事業の経験を活かし、市単独事業として家庭用剪
定枝破砕機の貸与事業を継続する。

【ごみ減量推進課】
実施期間：６月１日～３月３１日
貸出件数：69件
稼働日数：190日
処 理 量：4,282㎏

【ごみ減量推進課】
市単独事業として貸与事業を継続するとともに、貸出機器台
数を3台から5台に増やし、事業の拡大を図る。

⑭
使用済小型家電リサイクルの広報に努め、イ
ベント回収等を積極的に行います。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページによる広報を実施し、イベント回
収についても開催を検討する。

【ごみ減量推進課】
通常の小型家電回収ボックスの回収に加え、２回のイベント
回収を実施した。
通年回収
・17,054㎏
イベント回収
・R4.10.8実施分：2,830㎏
・R5.3.18実施分：5,317㎏

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～る
などによる広報を実施し、イベント回収を年２回程度開催す
る。
また、新たな回収ルートについて検討し、市民の利便性向上
に努める。

（２）事業系ごみのリサイクルの推進

①
事業者のごみ排出ルールの広報・周知に努め
ます。

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページによる広報を実施する。
また、清掃指導係による不適正排出の指導も引き続き実施す
る。

【ごみ減量推進課】
ホームページ等による広報や清掃指導係による不適正排出の
指導を実施した。
・指導実績：139件
・保健所現地調査：96件

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～る
などによる広報を実施する。
また、集積所に事業所ごみが排出されている実態を確認した
場合には、清掃指導係による不適正排出の指導も引き続き実
施する。
・保健所現地調査予定　約100件（過年度実績より）

②
資源化可能な紙類等の分別排出を推進しま
す。

当面は①の事業者のごみ排出ルールの広報・周知に努める。

事業者のごみ排出ルールの広報・周知に努めるとともに、市
役所が一事業者として率先した取組を示すため、市出先機関
から排出される紙類の分別を徹底し、資源化可能なものは古
紙問屋へ直接搬入する等資源化を行った。
・広報回数（パンフレット配付事業者数）：235事業所（指導
数139件＋保健所現地調査96件）

市役所の取組についてホームページへ掲載し、市内事業者に
対し紙類等の分別排出・資源化の徹底を促す。

③ 資源化可能な品目の拡充に向け調査します。 当面は①の事業者のごみ排出ルールの広報・周知に努める。

事業系一般廃棄物の搬入物検査を実施し、事業者から排出さ
れている廃棄物の実態を調査した。その結果、資源化可能な
段ボール等の紙類や、資源化の可能性のある紙おむつ、食品
ロスと思われる生ごみ等が確認された。

令和5年度も引き続き搬入物検査を実施し、その結果をホーム
ページで公表することで事業者に対し資源化への協力を求め
るとともに、紙おむつや生ごみ等の新たな資源化の可能性に
ついて調査・研究を進める。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

④
市が率先して紙類等のリサイクルに取り組
み、事業者への紙類の資源化の啓発に努めま
す。

【ごみ減量推進課】
庁内の古紙について、可燃ごみ・持ち込みごみ・リサイクル
に分けて排出を促すことで、資源化を進める検討を行う。

【ごみ減量推進課】
市役所が一事業者として率先した取組を示すため、市出先機
関から排出される紙類の分別を徹底し、資源化可能なものは
古紙問屋へ直接搬入する等資源化を行った。

【ごみ減量推進課】
引き続き紙類の分別の徹底と古紙問屋を通じた資源化を行う
とともに、グッドジョブステーションや各所属から排出され
るシュレッダーごみについて、資源化の検討を進める。
〈グッドジョブステーションから出るシュレッダーごみ排出
量〉
・年間90ℓ52枚程度
（1週間に90ℓ1枚、多い時は1日に90ℓ2枚使用する時もあ
る。）

⑤

学校・公園・市道等から出る草枝類（剪定
枝・落葉・雑草等）をチップ化、たい肥化し
再利用するなど、地域で資源が循環する仕組
み構築に向け調査検討します。

【ごみ減量推進課】
公共施設から出る落ち葉などのたい肥化について、たい肥化
資材「タヒロン」を活用した事業を検討する。

【ごみ減量推進課】
町内会にたい肥化資材「タヒロン」を設置し、落ち葉のたい
肥化を進めた。

・町内会等：15町内会に17台設置

【ごみ減量推進課】
保管している4台のたい肥化資材「タヒロン」を学校などの公
共施設に貸し出し、落ち葉などのたい肥化について事業を展
開する。

（１）ごみの適正排出と安全で効率的な収集運搬の推進

①

ごみの適正な排出方法について、広報紙・市
ホームページ等で適正なごみ排出方法を広報
するとともに、不適正な排出については指導
を強化します。

ア．ごみ出し３原則（収集日の朝８時30分ま
でに、決められたごみ集積所に、きちんと分
別して）を徹底します。

【ごみ減量推進課】
引き続き、各種媒体で広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～るなどの広報
を実施した。
・情報発信
（ＳＮＳ発信：3回、さんあ～る発信：2回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、市ホームページやTwitter等のＳＮＳ、さんあ～る
などで広報を実施する。

イ．分別せずに排出されたごみは集積所に残
置するなどの指導を強化します。

【ごみ減量推進課】
不適正排出に対しては、ごみ集積所に残置を徹底。

【ごみ減量推進課】
不適正排出については、ごみ集積所に残置した。

委託車両からの違反ごみ報告：9,170件

【ごみ減量推進課】
不適正排出に対しては、ごみ集積所に残置を徹底。

ウ．不適正排出防止のため、早朝・夜間パト
ロール等を行います。

【ごみ減量推進課】
引き続き、パトロールを実施し、不適正排出の現状把握を行
う。

【ごみ減量推進課】
指導係によりパトロールを実施し、集積所の管理を徹底し
た。
令和４年度実施内容
 ２班体制　早朝パトロール：26回
　　　　　 夜間パトロール： 0回
　        ※夜間は実施していない。

【ごみ減量推進課】
引き続き、パトロールを実施し、不適正排出の現状把握を行
う。

② ごみ集積所の適正な維持管理を推進します。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

ア．ごみ散乱防止ネット購入費助成制度やごみ集
積所設置費助成制度を継続します。

【ごみ減量推進課】
引き続き、ごみ散乱防止ネット購入費助成、ごみ集積所設置
費助成を実施

【ごみ減量推進課】
ごみ散乱防止ネット購入費助成＜助成額203,300円＞
　87件（令和３年度95件）
ごみ集積所設置費助成＜助成額130,300円＞
　3件（令和３年度4件）

【ごみ減量推進課】
引き続き、ごみ散乱防止ネット購入費助成、ごみ集積所設置
費助成を実施する。
・ごみ散乱防止ネット購入費助成＜予算額372,000円＞
　　186件想定
・ごみ集積所設置費助成＜予算額200,000円＞
　　4件想定

イ．ごみ集積所の管理が行き届いている町内会等
を市ホームページ等で紹介するなどにより、普及
啓発に努めます。

【ごみ減量推進課】
令和4年度実施に向け、準備を進める。

【ごみ減量推進課】
町内会連合会主催の市政研修会に講師として参加し、町内会
独自の取り組みや優良事例について紹介することで、ごみ集
積所の管理方法を周知した。

・参加対象者
　市内27地区町内会連合会長

【ごみ減量推進課】
市政だよりや市ホームページを活用したごみ集積所管理の紹
介などについて実施する。

ウ．ICTを活用したごみ集積所管理システムにつ
いて調査検討します。

【ごみ減量推進課】
令和4年度内の本格運用に向けて、データの整備を行う。

【ごみ減量推進課】
基幹GIS上に整備を行った。

【ごみ減量推進課】
基幹GISを運用しながら収集運搬業務の効率化に努める。
また、地区別排出量の把握、収集ルートの効率化、災害時等
の収集体制の確保などの運用をはかるため、ごみ集積所ごと
のごみ排出量のデータ集計などを行える機能の検討を行う。

③ 事業系ごみの適正排出を推進します。

ア．事業者に対し、許可業者による収集また
は直接搬入により適正に処理するよう広報・
指導等を実施します。

【ごみ減量推進課】
引き続き、適正処理の指導を実施する。
事業所ごみ適正排出の指導強化に向けた施策を検討する。

【ごみ減量推進課】
ごみ集積所に不適正排出した事業者について、指導を実施し
た。
・事業系違反ごみ（指導含む）：139件

【ごみ減量推進課】
引き続き、適正処理の指導を実施する。
事業所ごみ適正排出の指導強化に向けた施策を検討し、Ｒ５
年度中に実施する。

イ．中間処理施設での搬入ごみ検査などによ
り分別を徹底します。

【ごみ減量推進課・廃棄物対策課】
搬入ごみ検査について実施を検討する。
【あぶくまクリーンセンター】
プラスチック製容器包装に混入する注射針等不適正排出物を
調査する。

【ごみ減量推進課】
搬入物検査を実施した。
・6/22実施（事業系ごみ）
　 検査台数14台
・10/5実施（家庭系不燃ごみ）
　 検査台数18台

【ごみ減量推進課】
引き続き搬入物検査を実施し、食品ロス削減、適正排出に向
けた取り組みの強化を図る。

ウ．一般廃棄物収集運搬業許可業者について
は、本市の区域内におけるごみ排出量の推
移、現行の許可業者の収集運搬能力や業務実
績等を考慮したうえで、市が必要と認めた場
合に許可するものとします。

【ごみ減量推進課】
一般廃棄物処理に支障が生じる場合で、新規許可が必要と判
断される場合は計画の見直しを実施する。
【廃棄物対策課】
申請があった場合は、法の基準を満たしているか審査し、許
可の適否を決定する。

【ごみ減量推進課】
計画の見直しはなかった。
【廃棄物対策課】
申請は無かった。

【ごみ減量推進課】
一般廃棄物処理に支障が生じる場合で、新規許可が必要と判
断される場合は計画の見直しを実施する。
【廃棄物対策課】
申請があった場合は、法の基準を満たしているか審査し、許
可の適否を決定する。

④
不法投棄監視員による地区内巡視等を継続
し、地域と連携し不法投棄監視と撤去の取り
組み拡大を目指します。

【廃棄物対策課】
引き続き不法投棄監視員による地区内の巡視等を継続すると
ともに残存する不法投棄物の撤去指導を継続する。

【廃棄物対策課】
不法投棄監視員による巡視等を実施し、１１６件の不法投棄
物を発見し、投棄の行為者ならびに土地の所有者等に不法投
棄物の撤去の指導をした。

【廃棄物対策課】
引き続き不法投棄監視員による地区内の巡視等を継続すると
ともに残存する不法投棄物の撤去指導を継続する。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

⑤
適正処理困難物の排出状況（種類、排出量、
排出先、処理ルート等）把握に努め、関係団
体と連携し適正処理を推進します。

【ごみ減量推進課】
処理困難物の現状を整理し、必要な調査を実施する。また、
カセットボンベやスプレー缶、水銀使用製品（乾電池、蛍光
灯、血圧計、体温計等）の処理方法を調査検討する。

【ごみ減量推進課】
処理可能性について模索したが、収集ルートの実現には至ら
なかった。

【ごみ減量推進課】
具体的に処理を行うことができる事業所との協議を行い、実
現に向けた課題の整理と収集ルートの確立を行う。

⑥

在宅治療で使用した医療廃棄物のうち、使用
済み注射器や注射針などの感染性を有する恐
れのあるものは、ごみ集積所ではなく、医療
機関・薬局へ返却するよう市民へ周知し、不
適正排出防止に努めます。

【ごみ減量推進課】
【あぶくまクリーンセンター】
引き続き、広報を実施する。

【ごみ減量推進課】
市政だよりやホームページ、ＳＮＳ等での広報を実施した。
また、福島市医師会、福島薬剤師会に対し、注射針等感染性
廃棄物の医療機関、薬局等での回収に関する広報依頼を行っ
た。
・情報発信
（ＳＮＳ発信：4回、さんあ～る：4回、周知啓発依頼：1回）

【ごみ減量推進課】
引き続き、広報を実施する。

⑦

収集品目を拡大した場合には、必要な車両等
の条件が変わることも考えられることから、
収集ルートの見直しなど、効率的な収集体制
構築に努めます。

【ごみ減量推進課】
「雑がみ」収集を継続するとともに、収集ルートの管理を行
うための効率的な収集体制構築の基礎となる庁内GIS内でのご
み集積所システムを整備する。

【ごみ減量推進課】
基幹GIS上に整備を行った。

【ごみ減量推進課】
基幹GISを運用しながら収集ルートの管理方法について検討す
る。

⑧
ICTを活用した収集状況確認システム等の調査
検討を行い、収集運搬業務の効率化を図りま
す。

【ごみ減量推進課】
令和4年度内の庁内GISの本格運用に向けて、データの整備を
行う。収集運搬業務の効率化については、庁内GIS上の運用を
行っていく中で、調査検討する。

【ごみ減量推進課】
基幹GIS上に整備を行った。

【ごみ減量推進課】
基幹GISを運用しながら引き続き収集運搬業務の効率化に努め
脱炭素化に取り組みます。

⑨
より効率的な粗大ごみ申込システムについて
調査検討します。

【あらかわクリーンセンター】
本市に合った申込手法について情報収集する。

【あらかわクリーンセンター】
マイナポータル「ピッタリサービス」活用を実施。また他自
治体状況の情報収集を行った。

【あらかわクリーンセンター】
本市に合った申込手法について情報収集していく。

⑩
ごみの直接搬入の事前予約制等を検討しま
す。

【あぶくまクリーンセンター】
【あらかわクリーンセンター】
自己搬入車両で持ち込まれている時間帯やごみの種類・量を
調査する。

【あぶくまクリーンセンター】
自己搬入車両で持ち込まれるごみの量を調査した。
持込量(一般･事業)：9,782.5ｔ
【あらかわクリーンセンター】
自己搬入車両で持ち込まれるごみの量を調査した。
持込量(一般･事業)：25,357ｔ

【あぶくまクリーンセンター】
自己搬入車両で持ち込まれるごみの量を調査する。
【あらかわクリーンセンター】
自己搬入車両で持ち込まれている時間帯やごみの種類・量を
調査する。

⑪

ごみを集積所に出すことが困難な一定の条件
を満たす高齢者または障がい者の世帯に対
し、ごみを戸別に収集し、併せて安否確認を
することによって、生活支援と安全安心の環
境を確保するふれあい訪問収集を継続しま
す。

【ごみ減量推進課】
継続してふれあい訪問収集を実施する。

【ごみ減量推進課】
ふれあい訪問収集対象世帯
　1,212世帯（令和３年度　1,190世帯）

【ごみ減量推進課】
継続してふれあい訪問収集を実施する。

（２）安定的・効率的な適正処分と環境に配慮した施設整備の推進
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

①
焼却施設、資源化施設など中間処理施設の効
率的な運営に努め、適正な維持管理により長
寿命化を図ります。

【あぶくまクリーンセンター】
あぶくまクリーンセンター焼却工場の再整備よる新施設稼働
まで適正な維持管理を継続する。
【あらかわクリーンセンター】
各施設において適正な維持管理を実施
あらかわクリーンセンターにおいては、工場稼働開始からこ
れまでの運営状況における課題や問題点について洗い出しに
着手する。

【あぶくまクリーンセンター】
施設設備を正常に稼働させるため、適切な維持管理を実施し
た
・焼却炉の年次点検：１回/年。
【あらかわクリーンセンター】
焼却工場について、現在の運営状況における課題や問題点に
ついて運営事業者との定例会議で協議した。
焼却、資源化工場において適正な維持管理に努めた。

【あぶくまクリーンセンター】
あぶくまクリーンセンター焼却工場の再整備よる新施設稼働
まで適正な維持管理を継続する。
【あらかわクリーンセンター】
各施設において適正な維持管理を実施。
あらかわクリーンセンターにおいては、工場稼働開始からこ
れまでの運営状況における課題や問題点について洗い出す。

②
あぶくまクリーンセンター焼却工場について
は、再整備事業を進め、令和９年度の供用開
始を目指し計画的に施設整備を進めます。

【環境施設整備室】
令和３年度から引き続き、環境影響調査や発注者支援業務
（事業者選定）を実施する。

【環境施設整備室】
令和３年度から引き続き、環境影響評価調査や発注者支援業
務（事業者選定）を実施した。

【環境施設整備室】
令和４年度から引き続き、環境影響評価調査や発注者支援業
務（事業者選定）を実施し、再整備事業（設計・建設・運
営・維持管理業務）の契約を締結します。

③

施設整備にあたっては、過大とならない施設
規模の検討や、効率的な設備選定を行い、費
用対効果の高い施設とし、建設費及び運営管
理費を含めた全体的な費用縮減を図るため、
ＰＦＩ方式等の導入を検討します。

【環境施設整備室】
令和３年度から引き続き、ＤＢＯによる建設及び運営管理に
向けた準備を実施する。

【環境施設整備室】
令和３年度から引き続き、ＤＢＯ方式による建設及び運営管
理に向けた準備を実施した。

【環境施設整備室】
ＤＢＯ方式による再整備事業（設計・建設・運営・維持管理
業務）の契約を締結します。

④

一般廃棄物処分業許可業者については、本市
の区域内におけるごみ排出量の推移や適正処
理困難物等の排出状況、現行の許可業者の処
分能力や業務実績を考慮したうえで、市が必
要と認めた場合に許可するものとします。

【ごみ減量推進課】
一般廃棄物処理に支障が生じる場合で、新規許可が必要と判
断される場合は計画の見直しを実施する。
【廃棄物対策課】
申請があった場合は、法の基準を満たしているか審査し、許
可の適否を決定する。

【ごみ減量推進課】
計画の見直しはなかった。
【廃棄物対策課】
申請は無かった。

【ごみ減量推進課】
一般廃棄物処理に支障が生じる場合で、新規許可が必要と判
断される場合は計画の見直しを実施する。
【廃棄物対策課】
申請があった場合は、法の基準を満たしているか審査し、許
可の適否を決定する。

⑤
最終処分場からの浸出水を排水基準等に適合
し放流できるよう、浸出水処理施設の維持管
理を徹底します。

【あぶくまクリーンセンター】
施設の適切な維持管理の継続する。

【あぶくまクリーンセンター】
施設の適切な維持管理と水質検査を実施した。
・浸出水・放流水の水質検査：１２回/年

【あぶくまクリーンセンター】
施設の適切な維持管理の継続する。

⑥
埋立廃棄物の搬入管理を徹底し、搬入禁止廃
棄物の混入を防止します。

【あぶくまクリーンセンター】
搬入管理を徹底し、搬入禁止物の防止を継続する。

【あぶくまクリーンセンター】
搬入禁止物を防止するため、搬入管理を徹底した。

【あぶくまクリーンセンター】
搬入管理を徹底し、搬入禁止物の防止を継続する。
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別紙２

実施計画 実施結果 実施計画

令和４年度 令和４年度 令和５年度

基本
施策

具体的施策

⑦
ごみの排出抑制や中間処理施設での減容化、
資源化を推進し、最終処分場の延命化を図り
ます。

【ごみ減量推進課】
「ごみ減量大作戦」は終了したが、ごみの排出抑制に向けた
減量施策を引き続き実施する。
【あぶくまクリーンセンター】
ごみ焼却による廃棄物の減量化と資源化工場によるプラス
チック製容器包装の資源化を継続する。
【あらかわクリーンセンター】
ごみ減量大作戦の継続と資源化工場における破砕、選別、圧
縮等の資源化の継続する。
溶融スラグの資源化の検討する。

【ごみ減量推進課】
ごみの排出抑制に向けた減量施策を実施した。
【あぶくまクリーンセンター】
焼却工場でごみの焼却、資源化工場でプラスチック製容器包
装の資源化を実施した。
・廃棄物焼却量　：33,318.8ｔ
・容リプラ製作量：1,424.92ｔ
【あらかわクリーンセンター】
焼却工場でごみの焼却、資源化工場で金属、缶、ビン、ペッ
トボトルを破砕、選別、圧縮等の処理により資源化した。紙
類も資源物として処理ルートに乗せた。
・廃棄物焼却量：59,190ｔ
・資源化量　　：6,588ｔ
溶融スラグの資源化再開に向けて道筋を付けた。

【ごみ減量推進課】
ごみの排出抑制に向けた減量施策を引き続き実施する。
【あぶくまクリーンセンター】
ごみ焼却による廃棄物の減量化と資源化工場によるプラス
チック製容器包装の資源化を継続する。
【あらかわクリーンセンター】
資源化工場における破砕、選別、圧縮等の資源化の継続。
溶融スラグの資源化を実施する。

⑧
次期最終処分場建設工事を進め、令和３年度
の供用開始を目指します。

【環境施設整備室】
令和４年６月からの供用開始を予定している。

【環境施設整備室】
令和４年６月から供用を開始した。

【環境施設整備室】
令和４年６月から供用を開始したため、目標達成したものと
する。
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